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【対象地域】
　内野地域拠点商業地

【手法等】

・西区自治協議会は、実践の際の広報や会場借り上げ等を支援

【実績】
うちのＤＥこすぷれ＆イルミネーション：新潟国際情報大学提案

⇒ 

・オープニングイベント“うちのDEこすぷれ” “イルミネーション点灯式”
日時：平成30年1月13日（土）　午後4時00分～午後7時00分
会場：内野まちづくりセンター正面玄関前イルミネーション　ほか

Ｃａｆ 四ツ角：新潟大学提案
⇒ 

【評価】

【改善点】

備考

平成30年3月29日

区自治協議会提案事業　事業評価書

西区自治協議会

内　　容

商店街等活性化研究・実践事業
【事業費予算 　350千円】

事業目的・概要

　平成28年度事業において、新潟大学、新潟国際情報大学へ委託し、研究・
企画された「Caf 四ツ角」「うちのDEこすぷれ」を中心に実践・研究を進めるこ
とで、内野商店街等の活性化を図る。

・Caf 四ツ角…空き家を、情報発信や学生・地域住民の交流拠点として活用する提案

・うちのDEこすぷれ…コスプレイベントにより、若者を誘客し、飲食店等の利用に繋
げ、賑わいを創出する提案

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

・両大学学生研究チームが、新潟西商工会青年部などの若手実働メンバーで
 構成される内野地域商店街活性化ワーキングチームに参画し、連携して実
 践・研究

幅広いお客様の来場を誘引するため、コスプレイベントのほか、SNS映
えするイルミネーションの設置や流木アート等の空間演出作品を展示す
る西区アートキャラバンと期間と合わせて実施。

来場者の飲食店利用に繋げるため、新潟西商工会と連携し、イルミネー
ション設置期間に対象の飲食店をSNS発信することで割引等特典を提
供。

　地域住民や商工会関係者などの来場者約30名のカウントダウンにより、イ
ルミネーションを点灯。

・イルミネーションは、平成30年1月31日（水）まで設置し、同期間に対象の飲食
　店をSNS発信することで、平成30年2月12日（月）までの割引等特典を提供。

内野地域商店街活性化ワーキングチームにおいて、情報発信に着目
し、地域の情報を盛り込んだイベントカレンダーやＳＮＳの活用による情
報の発信方法について検討を行った。

事業の評価
・新潟西商工会と連携し、飲食店のPRにもなるSNSを活用した割引提供といった
 好事例をつくることができ、新聞でも紹介された

・オープニングイベント当日は、大雪等の悪天候に見舞われたものの、協力飲食
 店からは「誘客にもつながった」「自店舗のPRとなった」等の喜びの声をいただく
 ことができた

地域課題の抽出方法や
企画立案の評価

事業の公益性・実効性
・効率性の評価など

・地域が主体となる活動を誘発できるような仕組みを検討する必要がある


